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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示機能とタッチセンサ機能とを備えるタッチセンサ付き表示装置であって、
　第１の基板と、第２の基板と、前記第１基板及び前記第２の基板の間の表示機能層を有
するパネル部と、
　前記第１の基板に設けられ、前記タッチセンサ機能を構成する第１のタッチ駆動電極と
しての機能を有する第１の電極と、
　前記第２の基板に設けられ、前記タッチセンサ機能を構成する第２のタッチ駆動電極と
しての機能を有する第２の電極と、
　前記第２の基板に設けられ、前記タッチセンサ機能を構成するタッチ検出電極としての
機能を有する第３の電極と、
　前記第１の電極乃至第２の電極と前記第３の電極との間、もしくは前記第１の電極及び
第２の電極と前記第３の電極との間に形成される前記タッチセンサ機能の容量と、
　を有し、
　前記タッチセンサ機能の使用時には、前記第１の電極及び前記第２の電極に第１の信号
が印加され、前記容量を介して、前記第３の電極から第２の信号が検出され、
　前記パネル部の表示エリア内に前記第１の基板の前記第１の電極が配設され、前記表示
エリアの外の額縁部内に前記第２の基板の前記第２の電極が配設され、前記額縁部に設け
られた上下導通部により前記第１の電極及び前記第２の電極が接続され、
　前記額縁部の前記第１の基板の側に周辺回路を有し、前記第２の電極は前記第１の電極
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よりも前記周辺回路から上側に離れた位置に設けられている、タッチセンサ付き表示装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記額縁部に、前記第１の基板に設けられた前記第１の電極の延設部と、前記第２の基
板に設けられた前記第２の電極とが設けられ、
前記第１の電極の延設部よりも前記第２の電極の方が平面視で外側に広く延設されている
、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記第２の基板に設けられた前記第２の電極は、前記額縁部から前記表示エリア内に延
設される延設部を有し、前記表示エリア内の前記第１の電極と前記第２の電極の延設部と
で並列になる、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記表示機能層は、前記第１基板及び前記第２の基板の間で印加される電圧により表示
が行われる層であり、
　前記第１の基板に、画素ごとに前記第１の電極と前記第２の電極の間の位置に画素電極
を有し、
　前記第１の電極は、前記画素ごとの保持容量を形成し、
　前記第２の基板に、前記表示エリアにわたって前記第２の電極が配設され、
　前記第１の電極は、前記表示機能を構成する第１の共通電極部としての機能と、前記タ
ッチセンサ機能を構成する第１のタッチ駆動電極としての機能とを兼用し、
　前記第２の電極は、前記表示機能を構成する第２の共通電極部としての機能と、前記タ
ッチセンサ機能を構成する第２のタッチ駆動電極としての機能とを兼用し、
　前記タッチセンサ機能の使用時には、タッチ検出期間に、前記第１の電極及び前記第２
の電極に第１の信号が印加され、前記容量を介して、前記第３の電極から第２の信号が検
出される、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記表示機能層は、前記第１の基板乃至前記第２の基板の面内方向に略平行方向に印加
される電圧により表示が行われる層であり、
　前記第１の基板に、画素ごとに画素電極を有し、
　前記第１の電極は、前記表示機能を構成する第１の共通電極部としての機能と、前記タ
ッチセンサ機能を構成する第１のタッチ駆動電極としての機能とを兼用し、
　前記第２の電極は、前記タッチセンサ機能を構成する第２のタッチ駆動電極としての機
能を有し、
　前記タッチセンサ機能の使用時には、タッチ検出期間に、前記第１の電極及び前記第２
の電極に第１の信号が印加され、前記容量を介して、前記第３の電極から第２の信号が検
出される、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記第２の基板は、第１の面と第２の面を有し、前記第１の面は前記第２の面より前記
表示機能層に近く、
　前記第２の電極は、前記第２の基板の前記第１の面に形成され、
　前記第３の電極は、前記第２の基板の前記第２の面に形成される、タッチセンサ付き表
示装置。
 
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
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　前記上下導通部は、封止材の中に分散された導通粒子を含み、
　前記額縁部において、前記第２の電極は、平面視で、前記周辺回路のエリア、前記第1
の電極、及び前記上下導通部の上に重なる部分を有する、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記第１の電極及び前記第２の電極は、それぞれ、第１の方向に並行する透明電極のパ
ターンで形成され、
　前記第３の電極は、第２の方向に並行する透明電極のパターンで形成され、
　前記第２の電極と前記第３の電極のパターンの交差領域にタッチ検出単位が形成され、
　前記第１の電極及び前記第２の電極のパターンの複数の透明電極に対する前記第１の信
号の順次印加により、前記タッチ検出単位に対応付けられる前記容量を介して、前記第３
の電極のパターンの複数の透明電極から前記第２の信号が検出される、タッチセンサ付き
表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記第１の基板は、画素を構成する要素である、第１の方向に並行するゲート線を有し
、
　前記表示エリアにわたって前記第２の電極が配設され、
　前記第２の電極は、第１の方向に並行する透明電極のパターンで形成され、
　前記第３の電極は、第２の方向に並行する透明電極のパターンで形成され、
　前記第２の電極のパターンは、平面視で、複数の画素ラインごとの前記ゲート線に重な
る位置に、前記第１の方向に並行する第１のスリットを有し、これにより複数のブロック
に分割される、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記第２の電極のパターンは、平面視で、前記第１のスリット以外の、前記ゲート線に
重なる位置に、前記第１の方向に並行する第２のスリットを有し、当該第２のスリットは
、開口部と非開口部とからなる、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項１１】
　請求項９又は請求項１０に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記表示機能使用時の前記パネル部の駆動方式は、カラム反転駆動方式またはフレーム
反転駆動方式である、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記第１の基板は、
　　画素を構成する、第１の方向に並行するゲート線と、
　　第２の方向に並行するソース線と、
　　前記パネル部に接続または内蔵されるドライバを有し、
　前記ドライバは、
　前記ゲート線に接続されるゲートドライバと、
　前記ソース線に接続されるソースドライバと、
　前記第１の電極及び前記第２の電極に接続されるタッチ駆動ドライバと、
　前記第３の電極に接続されるタッチ検出ドライバと、を有し、
　前記タッチ駆動ドライバは、前記第１電極及び前記第２の電極に対して、１水平期間の
うち、画素書き込み期間に、画素書き込み用の信号を印加し、タッチ検出期間に、前記第
１の信号を印加し、
　前記タッチ検出ドライバは、前記第３の電極に対して、１水平期間のうち、画素書き込
み期間に、画素書き込み用の信号を印加し、タッチ検出期間に、前記第２の信号を検出す
る、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項１３】
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　請求項１２に記載のタッチセンサ付き表示装置であり、
　前記タッチ駆動ドライバ及び前記タッチ検出ドライバに接続され前記タッチセンサ機能
の駆動制御を行う第１のコントローラと、
　前記ゲートドライバ及び前記ソースドライバに接続され前記表示機能の駆動制御を行う
第２のコントローラと、を有する、タッチセンサ付き表示装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１３のいずれか一項に記載のタッチセンサ付き表示装置を備える電
子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（ＬＣＤと略す）などの表示装置、タッチセンサ（タッチパネ
ル（以下「ＴＰ」と略す）ともいう）、タッチセンサ付き液晶表示装置（言い換えれば液
晶タッチパネルモジュール）、及び電子機器などの技術に関する。本発明は、特に、イン
セル型の静電容量式タッチセンサ付き液晶表示装置の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示機能にタッチセンサ機能を実装したタッチセンサ付き液晶表示装置として、特
に薄型化などのために、インセル型のタッチセンサ付き液晶表示装置の構成（「インセル
タッチＬＣＤ」「インセル型の液晶タッチパネル」等と称す）が採用されることがある。
【０００３】
　一般的なインセル型の静電容量式タッチセンサ付き液晶表示装置は、液晶表示機能を構
成する要素であるアレイ基板（ＴＦＴ基板ともいう）及びカラーフィルタ（ＣＦと略す）
基板と、アレイ基板及びＣＦ基板間に挟持された液晶層とを有する。当該アレイ基板に、
ゲート電極及びソース電極を含む薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：TFT）、画
素電極、保持容量、及び共通電極等が設けられる。またＣＦ基板にはカラーフィルタ等が
設けられる。さらに、当該タッチセンサ付き液晶表示装置は、タッチセンサ機能を構成す
る要素であるタッチ駆動電極（送信側電極：Ｔｘとする）とタッチ検出電極（受信側電極
：Ｒｘとする）とを備える。
【０００４】
　上記タッチセンサ付き液晶表示装置の構成例には、液晶表示機能の電極部及び配線層と
タッチセンサ機能の電極部及び配線層とで一部を共通化して兼用する構成例（「兼用型」
と称す）がある。このような構成例として、特開２００９－２４４９５８号公報（特許文
献１）等が挙げられる。
【０００５】
　例えば縦電界モードのＬＣＤに対応した兼用型のタッチセンサ付き液晶表示装置の構成
例（第１の従来構成例）では、アレイ基板に第１の共通電極部（ＣＯＭ１とする）である
第１の電極を有し、ＣＦ基板の内側（液晶層に近い側）に、第２の共通電極部（ＣＯＭ２
とする）と送信側電極Ｔｘとの兼用の電極部が第２の電極として構成され、ＣＦ基板の外
側（前面）に受信側電極Ｒｘが第３の電極として構成される。
【０００６】
　また横電界モードのＬＣＤに対応した兼用型のタッチセンサ付き液晶表示装置の構成例
（第２の従来構成例）では、アレイ基板に共通電極（ＣＯＭとする）と送信側電極Ｔｘと
の兼用の電極部が第１の電極として構成され、ＣＦ基板に受信側電極Ｒｘが第２の電極と
して構成される。
【０００７】
　上記液晶層の駆動方式として、横電界モード又は縦電界モードが適用可能である。横電
界モードとしては、ＦＦＳ（Fringe Field Switching）モード又はＩＰＳ（In-Plane Swi
tching）モード等が挙げられる。縦電界モードとしては、ＴＮ（Twisted Nematic）モー
ド、ＶＡ（Vertical Alignment）モード又はＥＣＢ（Electrically Controlled Birefrin
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gence：電界制御複屈折）モード等が挙げられる。
【０００８】
　また一般的なタッチセンサ付き液晶表示装置では、パネル部の画面に対応する表示エリ
アと、当該表示エリアの外側に配置される額縁部とを有する。当該表示エリアは、画素及
びタッチ検出単位が構成される領域である。額縁部には、例えば周辺回路などが形成され
る。周辺回路は、例えばＣＯＧ（Chip On Glass）方式、ＬＴＰＳ（Low-Temperature Pol
ycrystalline Silicon）方式等の方式で形成される。周辺回路は例えばパネルの電極を駆
動するドライバ等である。当該ドライバとしては、例えば、ゲート電極及びゲート線を駆
動するゲートドライバ等が挙げられる。
【０００９】
　上記タッチセンサ付き液晶表示装置等の装置における一般的な課題及び要求として、薄
型化や、省スペース化や、製造プロセスや部品数の簡略化や、簡略化による低コスト化や
、表示品質やタッチ検出精度などの向上がある。特に簡略化に関しては、上記構成例のよ
うにインセル型で電極及び配線を異なる機能で兼用型の構成とすることで、層数を低減し
て低コスト化を図っている。また特に、省スペース化に関しては、装置全体サイズに対し
て、表示エリア、及び当該表示エリアに対応するタッチ検出エリアはなるべく大きく、額
縁部などはなるべく小さくしたいという要求がある。またタッチ検出精度に関しては、タ
ッチ検出エリアである画面でのタッチ検出の感度の適切性及び均一性が望まれる。
【００１０】
　上記タッチセンサ付き液晶表示装置に関する先行技術例として、特開２０１２－７３７
８３号公報（特許文献２）などが挙げられる。特許文献２では、「タッチに対する検出感
度の均一性を高めることができるタッチ検出機能付き表示装置を得る」ことが記載されて
いる。特に「複数の駆動電極は、有効表示領域Ｓに配置された複数のタッチ検出電極のう
ちの最も外側に位置するタッチ検出電極の中心から、複数のタッチ検出電極の配列ピッチ
の半分の距離だけ離れた第１の位置もしくはその外側の第２の位置まで延伸」する旨が記
載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００９－２４４９５８号公報
【特許文献２】特開２０１２－７３７８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　前述の従来のインセル型の静電容量式液晶タッチパネル、特に同じ電極部を液晶表示機
能とタッチセンサ機能とで兼用する兼用型の構成例（特許文献１など）においては、表示
エリアに対応するタッチ検出エリアにおけるタッチ検出の感度の適切性及び均一性が望ま
れる。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、本発明のうち代表的な形態は、静電容量式でインセル型のタ
ッチセンサ付き液晶表示装置などの表示装置、及びそれを搭載した電子機器を含む。
【００１４】
　本形態は、表示機能（例えば液晶表示機能）とタッチセンサ機能とを備えるタッチセン
サ付き表示装置であって、第１の基板と、第２の基板と、前記第１基板及び前記第２の基
板の間の表示機能層を有するパネル部と、前記第１の基板に設けられ、前記タッチセンサ
機能を構成する要素である第１のタッチ駆動電極としての機能を有する第１の電極と、前
記第２の基板に設けられ、前記タッチセンサ機能を構成する要素である第２のタッチ駆動
電極としての機能を有する第２の電極と、前記第２の基板に設けられ、前記タッチセンサ
機能を構成する要素であるタッチ検出電極としての機能を有する第３の電極と、前記第１



(6) JP 5968275 B2 2016.8.10

10

20

30

40

50

の電極乃至第２の電極と前記第３の電極との間、もしくは前記第１の電極及び第２の電極
と前記第３の電極との間に形成される前記タッチセンサ機能の容量と、を有し、前記タッ
チセンサ機能の使用時には、前記第１の電極及び前記第２の電極に第１の信号が印加され
、前記容量を介して、前記第３の電極から第２の信号が検出され、少なくとも、前記パネ
ル部の表示エリア内に前記第１の基板の前記第１の電極が配設され、前記表示エリアの外
の額縁部内に前記第２の基板の前記第２の電極が配設され、前記額縁部に設けられた上下
導通部により前記第１の電極及び前記第２の電極が接続され、前記額縁部の前記第１の基
板の側に周辺回路を有し、前記第２の電極は前記第１の電極よりも前記周辺回路から上側
に離れた位置に設けられている。
【００１５】
　本形態では、前記額縁部に、前記第１の基板に設けられた前記第１の電極の延設部と、
前記第２の基板に設けられた前記第２の電極とが設けられ、前記第１の電極の延設部より
も前記第２の電極の方が平面視で外側に広く延設されていることが好ましい。
【００１６】
　本形態では、前記第２の基板に設けられた前記第２の電極は、前記額縁部から前記表示
エリア内に延設される延設部を有し、前記表示エリア内の前記第１の電極と前記第２の電
極の延設部とで並列になることが好ましい。
【００１７】
　本形態では、前記表示機能層は、前記第１基板及び前記第２の基板の間で印加される電
圧により表示が行われる層であり、前記第１の基板に、画素ごとに前記第１の電極と前記
第２の電極の間の位置に画素電極を有し、前記第１の電極は、前記画素ごとの保持容量を
形成し、前記第２の基板に、前記表示エリアにわたって前記第２の電極が配設され、前記
第１の電極は、前記表示機能を構成する要素である第１の共通電極部としての機能と、前
記タッチセンサ機能を構成する要素である第１のタッチ駆動電極としての機能とを兼用し
、前記第２の電極は、前記表示機能を構成する要素である第２の共通電極部としての機能
と、前記タッチセンサ機能を構成する要素である第２のタッチ駆動電極としての機能とを
兼用し、前記タッチセンサ機能の使用時には、タッチ検出期間に、前記第１の電極及び前
記第２の電極に第１の信号が印加され、前記容量を介して、前記第３の電極から第２の信
号が検出されることが好ましい。
【００１８】
　本形態では、前記表示機能層は、前記第１の基板ないし前記第２の基板の面内方向に略
平行方向に印加される電圧により表示が行われる層であり、前記第１の基板に、画素ごと
に画素電極を有し、前記第１の電極は、前記表示機能を構成する要素である第１の共通電
極部としての機能と、前記タッチセンサ機能を構成する要素である第１のタッチ駆動電極
としての機能とを兼用し、前記第２の電極は、前記タッチセンサ機能を構成する要素であ
る第２のタッチ駆動電極としての機能を有し、前記タッチセンサ機能の使用時には、タッ
チ検出期間に、前記第１の電極及び前記第２の電極に第１の信号が印加され、前記容量を
介して、前記第３の電極から第２の信号が検出されることが好ましい。
【００１９】
　本形態では、前記第２の電極は、前記第２の基板の前記表示機能層から近い側の面に形
成され、前記第３の電極は、前記第２の基板の前記表示機能層から遠い側の面に形成され
ることが好ましい。
【００２０】
　本形態では、前記上下導通部は、封止材の中に導通粒子が分散されて成り、前記額縁部
において、前記第２の電極は、平面視で、前記周辺回路のエリア、前記第１の電極、及び
前記上下導通部の上に重なる部分を有することが好ましい。
【００２１】
　本形態では、前記第１の電極及び前記第２の電極は、それぞれ、第１の方向に並行する
透明電極のパターンで形成され、前記第３の電極は、第２の方向に並行する透明電極のパ
ターンで形成され、前記第２の電極と前記第３の電極のパターンの交差領域にタッチ検出
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単位が形成され、前記第１の電極及び前記第２の電極のパターンの複数のラインに対する
前記第１の信号の順次印加により、前記タッチ検出単位に対応付けられる前記容量を介し
て、前記第３の電極のパターンの複数のラインから前記第２の信号が検出されることが好
ましい。
【００２２】
　本形態では、前記第１の基板は、画素を構成する要素である、第１の方向に並行するゲ
ート線を有し、前記表示エリアにわたって前記第２の電極が配設され、前記第２の電極は
、第１の方向に並行する透明電極のパターンで形成され、前記第３の電極は、第２の方向
に並行する透明電極のパターンで形成され、前記第２の電極のパターンは、平面視で、複
数の画素ラインごとの前記ゲート線に重なる位置に、前記第１の方向に並行する第１のス
リットを有し、これにより複数のブロックに分割されることが好ましい。
【００２３】
　本形態では、前記第２の電極のパターンは、平面視で、前記第１のスリット以外の、前
記ゲート線に重なる位置に、前記第１の方向に並行する第２のスリットを有し、当該第２
のスリットは、開口部と非開口部とからなることが好ましい。
【００２４】
　本形態では、前記表示機能使用時の前記パネル部の駆動方式は、カラム反転駆動方式ま
たはフレーム反転駆動方式であることが好ましい。
【００２５】
　本形態のタッチセンサ付き表示装置は、前記第１の基板は、画素を構成する要素である
、第１の方向に並行するゲート線と、第２の方向に並行するソース線と、を有し、前記パ
ネル部に接続または内蔵されるドライバを有し、前記ドライバは、前記ゲート線に接続さ
れるゲートドライバと、前記ソース線に接続されるソースドライバと、前記第１の電極及
び前記第２の電極に接続されるタッチ駆動ドライバと、前記第３の電極に接続されるタッ
チ検出ドライバと、を有し、前記タッチ駆動ドライバは、前記第１電極及び前記第２の電
極に対して、１水平期間のうち、画素書き込み期間に、画素書き込み用の信号を印加し、
タッチ検出期間に、前記第１の信号を印加し、前記タッチ検出ドライバは、前記第３の電
極に対して、１水平期間のうち、画素書き込み期間に、画素書き込み用の信号を印加し、
タッチ検出期間に、前記第２の信号を検出することが好ましい。
【００２６】
　本形態のタッチセンサ付き表示装置は、前記タッチ駆動ドライバ及び前記タッチ検出ド
ライバに接続され前記タッチセンサ機能の駆動制御を行う第１のコントローラと、前記ゲ
ートドライバ及び前記ソースドライバに接続され前記表示機能の駆動制御を行う第２のコ
ントローラと、を有することが好ましい。
【００２７】
　本形態は、上記のタッチセンサ付き表示装置と、前記第１のコントローラに接続される
制御部と、を有し、前記制御部は、映像信号を前記第１のコントローラもしくは第２のコ
ントローラへ与え、　前記第１のコントローラは、タイミング信号を前記第２のコントロ
ーラへ与え、前記第２のコントローラは、前記第１のコントローラもしくは前記制御部か
らの映像信号に従い前記表示機能の駆動制御を行い、前記第１のコントローラは、前記タ
ッチ検出ドライバからの信号によるタッチ有無及びタッチ位置の情報を前記制御部へ与え
る、電子機器に関する。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の形態によれば、静電容量式でインセル型の液晶タッチパネル（特に兼用型）に
関して、表示エリアから額縁部への電極部の延設による周辺回路との近接による悪影響を
避けると共に、表示エリアに対応するタッチ検出エリアの端部を含めたタッチ検出感度を
改善又は向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
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【図１】図１は、相互容量方式のタッチセンサの原理を示す図である。
【図２】図２は、相互容量方式のタッチセンサの原理を示す図である。
【図３】図３は、相互容量方式のタッチセンサの原理を示す図である。
【図４】図４は、タッチセンサのタッチ検出単位の構成例を示す図である。
【図５】図５は、ＴＦＴ－ＬＣＤの画素（セル）の構成を示す図である。
【図６】図６は、ＴＦＴ－ＬＣＤの画素（セル）の構成を示す図である。
【図７】図７は、実施の形態１のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部の主要部概略
構成を示す断面図である。
【図８】図８は、実施の形態２のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部の主要部概略
構成を示す断面図である。
【図９】図９は、実施の形態３のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部の主要部概略
構成を示す断面図である。
【図１０】図１０は、実施の形態４のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部の主要部
概略構成を示す断面図である。
【図１１】図１１は、実施の形態５のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部の構成を
示す断面図である。
【図１２】図１２は、実施の形態５のタッチセンサ付き液晶表示装置の上下の各基板の平
面構成例を示す図である。
【図１３】図１３は、実施の形態６のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部の画素構
成を示す平面図である。
【図１４】図１４は、実施の形態６のタッチセンサ付き液晶表示装置の第２の電極のパタ
ーン構成例を示す平面図である。
【図１５】図１５は、実施の形態６のタッチセンサ付き液晶表示装置の第２の電極のパタ
ーン構成例を示す平面図である。
【図１６】図１６は、図１４の第２の電極のパターン構成例に関する比較構成例による効
果を説明するための図である。
【図１７】図１７は、実施の形態７のタッチセンサ付き液晶表示装置及び電子機器の機能
ブロック構成を示す図である。
【図１８】図１８は、実施の形態７の液晶タッチパネルモジュールの駆動波形のタイミン
グ図である。
【図１９】図１９は、実施の形態７の液晶タッチパネルモジュールのドライバや電極の構
成例を示す図である。
【図２０】図２０は、実施の形態７の液晶タッチパネルモジュールの額縁部付近における
詳細構成例を示す図である。
【図２１】図２１は、実施の形態１の変形例（１Ａ）を示す図である。
【図２２】図２２は、実施の形態２の変形例（２Ａ）を示す図である。
【図２３】図２３は、実施の形態２の変形例（２Ｂ）を示す図である。
【図２４】図２４は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図２５】図２５は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図２６】図２６は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図２７】図２７は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図２８】図２８は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図２９】図２９は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図３０】図３０は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
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である。
【図３１】図３１は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用する電子機器の一例を示す図
である。
【図３２】図３２は、従来のタッチセンサ付き液晶表示装置の断面構成を概略的及び模式
的に示している説明図である。
【図３３】図３３は、従来のタッチセンサ付き液晶表示装置の断面構成を概略的及び模式
的に示している説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、実施の形態を説明
するための全図において、同一部には原則として同一符号を付し、その繰り返しの説明は
省略する。説明上、パネル表示平面をＸ－Ｙ方向とし、それに垂直な方向（視線方向）を
Ｚ方向とし、ゲート線の方向をＸ方向、ソース線の方向をＹ方向とする。また符号とは別
に適宜、省略記号、例えばＧ、Ｓ、Ｔｘ、Ｒｘ等を使用する。また断面図ではわかりやす
く示すために一部ハッチングを省略して図示している。
【００３１】
　＜タッチセンサ付き液晶表示装置＞
　本実施の形態の内容を詳しく説明する前に、わかりやすいように、以下、タッチセンサ
付き液晶表示装置の技術などについて順に説明する。
【００３２】
　［タッチパネル原理（１）］
　図１、図２及び図３は、静電容量式で相互容量方式のタッチセンサ（タッチパネル）の
基本原理を示す図である。本実施の形態もこれに従う。図１は、タッチセンサの基本構造
を示す図である。図２は、図１の等価回路を示す図である。図３は、図１及び図２による
タッチ検出の際の信号電圧を示す図である。なお本明細書では、タッチセンサを入出力装
置と呼ぶこともある。
【００３３】
　図１に示すタッチパネルＴは、誘電体Ｄを挟んで対向配置されるタッチ駆動電極Ｅ１（
送信側電極Ｔｘ）とタッチ検出電極Ｅ２（受信側電極Ｒｘ）とを有する。タッチ駆動電極
Ｅ１、タッチ検出電極Ｅ２、及び誘電体Ｄによって、容量素子が形成される。なお本明細
書では、当該容量素子を、容量Ｃ１とする。タッチ検出電極Ｅ２側の面における指などの
導電体Ｍの近接による容量Ｃ１の静電容量の変化を利用して、タッチ有無状態を検出する
仕組みである。図２に示すように、容量Ｃ１の一端（タッチ駆動電極Ｅ１側）は交流信号
源ＡＳに接続され、他端（タッチ検出電極Ｅ２側、点ｐ）は抵抗Ｒを介して接地されると
共に電圧検出器ＤＥＴに接続される。タッチセンサ機能のために、交流信号源ＡＳからタ
ッチ駆動電極Ｅ１に対して交流矩形波による信号（タッチ駆動信号）ｓ１の電圧が印加さ
れる。すると容量Ｃ１を介して電流が流れ、タッチ検出電極Ｅ２側の電圧検出器ＤＥＴで
タッチ検出信号である信号ｓ２の電圧が検出される。図３に示すように、入力の信号ｓ１
は、所定の周波数の交流矩形波による電圧である。出力の信号ｓ２（検出電圧Ｖdet）は
、タッチ無し時は電圧Ｖ１、タッチ有り時は電圧Ｖ２のように変化する。
【００３４】
　導電体ＭがタッチパネルＴの前面側のタッチ検出電極Ｅ２に近接していない状態では、
信号ｓ１の入力に対し、容量Ｃ１に対する充放電に伴い、容量Ｃ１の容量値に応じた電流
Ｉ１が流れる。このとき、電圧検出器ＤＥＴで検出される、容量Ｃ１の他端（点ｐ）のタ
ッチ検出電極Ｅ２の電位波形（検出電圧Ｖdetの波形）は、信号ｓ２の電圧Ｖ１のように
なる。上記導電体Ｍがタッチ検出電極Ｅ２に近接していない状態の間は上記電圧Ｖ１でほ
ぼ一定になる。なお電圧Ｖ１の実際の波形は電圧Ｖ１ａのように急峻に立ち上がった後に
減衰するような形となる。
【００３５】
　導電体ＭがタッチパネルＴの前面側のタッチ検出電極Ｅ２に近接した状態（タッチＯＮ
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状態）では、導電体Ｍにより形成される容量Ｃ２が容量Ｃ１に対して直列に追加接続され
た形となる。この状態では、容量Ｃ１及び容量Ｃ２それぞれに対する充放電に伴い、容量
Ｃ１の容量値及び容量Ｃ２の容量値それぞれに応じた電流Ｉ１及び電流Ｉ２が流れる。こ
のとき、電圧検出器ＤＥＴで検出される、容量Ｃ１の他端（点ｐ）のタッチ検出電極Ｅ２
の電位波形（検出電圧Ｖdetの波形）は、導電体Ｍによる電界の減少により、信号ｓ２の
電圧Ｖ２のようになる。上記点ｐ（タッチ検出電極Ｅ２）の電位は、容量Ｃ１及び容量Ｃ
２を流れる電流Ｉ１及び電流Ｉ２の電流値により定まる分圧の電位となる。このため、上
記導電体Ｍがタッチ検出電極Ｅ２に近接した状態時の信号ｓ２の電圧Ｖ２は、導電体Ｍが
タッチ検出電極Ｅ２に近接していない状態時の電圧Ｖ１よりも低い値となる。電圧検出器
ＤＥＴ（ないし対応するタッチ検出回路）では、上記信号ｓ２の検出電圧Ｖdet（電圧Ｖ
１又は電圧Ｖ２）を、所定の閾値電圧Ｖthと比較し、例えば図３に示す電圧Ｖ２のように
、閾値電圧Ｖthよりも小さいときは導電体Ｍがタッチ検出電極Ｅ２に近接した状態として
検出する。あるいは電圧Ｖ１から電圧Ｖ２への変化量を所定閾値と比較判定して検出して
もよい。
【００３６】
　［タッチパネル原理（２）］
　図４は、タッチパネルにおけるタッチ検出エリア及びタッチ検出エリアに含まれるタッ
チ検出単位Ｕの構成例を示す図である。タッチ検出エリアＴＡを構成する平面（Ｘ－Ｙ方
向とする）において、上記タッチ駆動電極Ｅ１（送信側電極Ｔｘ）の配線パターンとタッ
チ検出電極Ｅ２（受信側電極Ｒｘ）の配線パターンとを有し、これらの各々の交差部分に
形成される容量Ｃ１によりタッチ検出単位Ｕが構成される。例えば、タッチ駆動電極Ｅ１
（送信側電極Ｔｘ）は第１の基板の面のＸ方向に並行する複数のライン、タッチ検出電極
Ｅ２（受信側電極Ｒｘ）は第２の基板の面のＹ方向に並行する複数のラインである。また
タッチ駆動電極Ｅ１及びタッチ検出電極Ｅ２のラインは、例えば液晶表示装置の複数画素
ラインに対応させたブロック（Ｅ１ブロック及びＥ２ブロック）の構成とすることができ
る。例えば、ドライバからのＥ１ブロック群に対する信号ｓ１の順次印加（走査）に対し
、Ｅ２ブロック群から検出（出力）される信号ｓ２に基づき、計算処理により、タッチ検
出エリアにおける１つ以上のタッチ位置、すなわちタッチ位置に対応するタッチ検出単位
Ｕを検出可能である。
【００３７】
　上記構成例に限らず、例えば、第１の基板の面にタッチ駆動電極Ｅ１（送信側電極Ｔｘ
）がベタ層で形成され、第２の基板の面にタッチ検出電極Ｅ２（受信側電極Ｒｘ）がＸ方
向及びＹ方向での分割領域単位で行列状に形成される構成なども可能である。上記パター
ンの設計に応じてタッチ検出の解像度が規定される。なお本明細書において、「ベタ層」
とは、成膜後に所定の形状に加工しない層を指す。
【００３８】
　［ＴＦＴ液晶画素構成］
　図５は、ＴＦＴ－ＬＣＤの画素（セル）の構成を示す図である。図６は、図５に対応し
た等価回路を示す図である。図５に示すように、横（Ｘ）方向に並行するゲート線４１（
Ｇとする）と、縦（Ｙ）方向に並行するソース線４２（Ｓとする）との交差により、行列
状に各画素（セル）が構成される。ゲート線４１（ゲート線Ｇ）は、ＴＦＴ４４のゲート
電極に接続され、ソース線４２（ソース線Ｓ）はＴＦＴ４４のソース電極に接続される。
ＴＦＴ４４のドレイン電極には画素電極４３が接続される。また画素ごとに保持容量４５
を有し、各保持容量４５はＸ方向に並行する保持容量線４６（ないし共通電極）に接続さ
れている。図６に示す等価回路では、ＴＦＴ４４のドレイン電極に画素電極４３と保持容
量４５の一方の端子が接続され、画素電極４３と保持容量４５の他方の端子は保持容量線
４６と接続され、共通電圧が供給される。
【００３９】
　［インセル型タッチセンサ付き液晶表示装置（非兼用型）］
　タッチパネルＴは、タッチパネルＴを液晶表示パネル中に設けるインセル型の構造（イ
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ンセル型のタッチセンサ付き液晶表示装置（インセルタッチＬＣＤ））をもつことができ
る。適用される液晶層の駆動方式が、縦電界モードの場合、第１の基板であるアレイ基板
が第１の共通電極部（ＣＯＭ１）、第２の基板であるＣＦ基板が第２の共通電極部（ＣＯ
Ｍ２）を有する。横電界モードの場合、第１の基板であるアレイ基板に共通電極（ＣＯＭ
）を有する。
【００４０】
　［インセル型タッチセンサ付き液晶表示装置（兼用型）］
　更に、上記インセル型のタッチセンサ付き液晶表示装置は、液晶表示装置に元々備える
共通電極部とタッチセンサ機能を構成する一部の電極（タッチ駆動電極Ｅ１）とを共通化
により簡略化した構造（同じ電極部を液晶表示機能とタッチセンサ機能とで兼用する兼用
型）とすることができる（前記特許文献１等）。液晶表示用の共通電極部に対する共通駆
動信号（共通電圧）を、タッチセンサ用の信号として共用する。駆動方式としては同じ電
極部に対して時分割で各機能用の信号を印加する（後述図１８）。
【００４１】
　上記兼用型で縦電界モード（ＴＮ、ＶＡ、ＥＣＢ等）の場合、アレイ基板の第１の共通
電極部（ＣＯＭ１）をタッチセンサ機能のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ）として共通
化（兼用）し、ＣＦ基板の第２の共通電極部（ＣＯＭ２）をタッチ検出電極（受信側電極
Ｒｘ）として共通化（兼用）する構造である。縦電界モードでは、上下の共通電極部（共
通電極ＣＯＭ１及び共通電極ＣＯＭ２）への共通駆動信号（共通電圧）と画素電極の画素
信号により、液晶層に対する縦方向（Ｚ方向）の電界ＶＥを発生させることにより、画素
ごとの状態が制御（変調）される。
【００４２】
　上記兼用型で横電界モード（ＦＦＳ，ＩＰＳ等）の場合、アレイ基板の共通電極部（Ｃ
ＯＭ）をタッチセンサ機能のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ）として共通化、言い換え
ると兼用し、ＣＦ基板にタッチ検出電極（受信側電極Ｒｘ）を設ける構造である。横電界
モードでは、共通電極ＣＯＭへの共通駆動信号（共通電圧）と画素電極の画素信号により
、液晶層に対する横方向（Ｘ－Ｙ方向）の電界ＨＥを発生させることにより、画素ごとの
状態が制御（変調）される。
【００４３】
　［関連技術の課題］
　本発明者の検討によれば、関連技術に係るタッチセンサ付き表示装置に関して、以下の
ような課題があることが判った。本課題について図３２及び図３３を用いて説明する。
【００４４】
　図３２は、関連するタッチセンサ付き液晶表示装置の断面構成を概略的及び模式的に示
している。Ｚ方向で、大きくは、アレイ基板１０、液晶層３０、及びＣＦ基板２０の３つ
の領域を有する。アレイ基板１０は、ガラス基板１１、図示しないゲート電極Ｇ、ソース
電極Ｓ、画素電極、保持容量などを有する。ＣＦ基板２０は、図示しないガラス基板、カ
ラーフィルタなどを有する。またＸ－Ｙ方向で、表示エリア７１とその外側の額縁部７２
との２つの領域を有する。表示エリア７１は、画面に対応する画素及びタッチ検出単位が
構成された領域であり、タッチ検出エリアとも対応する。額縁部７２は、表示エリア７１
の外側に額縁状に設けられる、画素及びタッチ検出単位が基本的には形成されていない領
域、言い換えると非表示エリアである。６０は液晶層３０を封止する封止部を示す。また
、アレイ基板１０の例えば内側（液晶層３０に近い側）の面における表示エリア７１内に
、タッチセンサ機能を構成する要素であるタッチ駆動電極１８０１（送信側電極Ｔｘ）の
ライン（領域）を有する。またＣＦ基板２０の例えば外側（液晶層３０から遠い側）の面
（前面）における表示エリア７１内に、タッチセンサ機能を構成する要素であるタッチ検
出電極１８０２（受信側電極Ｒｘ）のライン（領域）を有する。Ｃは、タッチセンサ機能
を構成する電極対である送信側電極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘによる容量を示す。なお容量
Ｃは、タッチ検出用の静電容量である。なお液晶層３０内の斜めの楕円は液晶分子のイメ
ージである。なおここでは液晶層３０の駆動方式、すなわち、縦電界モード又は横電界モ
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ードは限定しない。額縁部７２の領域には、周辺回路８０が形成あるいは実装されるエリ
アを有する。周辺回路８０として例えば額縁部７２のアレイ基板１０のガラス基板１１上
などに、ゲートドライバ等のドライバ回路が形成される。周辺回路８０は、例えば、上述
のＣＯＧ方式やＬＴＰＳ方式等の方式で形成される。
【００４５】
　第１の課題として、表示エリア７１内の端部７３（額縁部７２と隣接する領域９０１）
では、表示エリア７１内の中央部（額縁部７２から離れた領域）に比べて、タッチ検出の
感度が少し下がる傾向がある。即ちタッチ検出エリアでのタッチ検出の感度の均一性の点
で改善の余地がある。
【００４６】
　上記タッチ検出の感度が下がる理由は、表示エリア７１、特に端部７３、における画素
及びタッチ検出単位を構成する電極部などの構造と、その外側の額縁部７２、特に表示エ
リア７１と隣接する領域９０３における構造とが異なることによる。例えば額縁部７２（
領域９０３）ではタッチセンサ機能を構成する電極対であるタッチ駆動電極１８０１（送
信側電極Ｔｘ）及びタッチ検出電極１８０２（受信側電極Ｒｘ）が形成されていない。あ
るいは、電極対であるタッチ駆動電極１８０１及びタッチ検出電極１８０２が形成されて
いたとしてもライン終端などであり電極幅が小さい。そのため、当該表示エリア７１の端
部７３（領域９０１）では、当該電極対であるタッチ駆動電極１８０１及びタッチ検出電
極１８０２間で発生するフリンジ電界が弱くなり、言い換えると電気力線が少なくなり、
タッチ検出の感度が少し下がる。
【００４７】
　図３３は、上記第１の課題への解決手段として、額縁部７２と隣接する領域９１１、延
設領域ａ１、延設領域ａ２に示すように、タッチ駆動電極１９０１及びタッチ検出電極１
９０２を額縁部７２へ延設させる構成を示している。即ちアレイ基板１０のタッチ駆動電
極１９０１（送信側電極Ｔｘ）が額縁部７２内へ延設され、対応するＣＦ基板２０のタッ
チ検出電極１９０２（受信側電極Ｒｘ）が額縁部７２内へ延設される。額縁部７２に延設
領域ａ１を設けて、アレイ基板１０に、表示エリア７１から額縁部７２まで延設する送信
側電極Ｔｘを設ける。同様に、額縁部７２に延設領域ａ２を設けて、ＣＦ基板２０に、表
示エリア７１から額縁部７２まで延設する受信側電極Ｒｘを設ける。これにより、表示エ
リア７１の端部７３の付近（額縁部７２との境界）において、電極部であるタッチ駆動電
極１９０１及びタッチ検出電極１９０２等の構造が同様になり、フリンジ電界などの作用
が同様になるため、当該端部７３（領域９１１）でのタッチ検出の感度が改善され、表示
エリア７１に対応するタッチ検出エリアにおけるタッチ検出感度の均一性が高まる。言い
換えると、電極部の延設の分、有効タッチ検出エリアを拡大させることができる。なお送
信側電極Ｔｘ又は受信側電極Ｒｘのうち一方の電極のみを延設した構成とすることもでき
るが、送信側電極Ｔｘ又は受信側電極Ｒｘの両方の電極延設した構成の方がより好ましい
。
【００４８】
　特許文献２においても、上記のように表示エリア（有効表示領域）のタッチ駆動電極（
共通電極）を額縁部へ延設する旨の構成が記載されている。これにより表示エリア端部の
フリンジ電界の減少量を抑え、フリンジ電界の大きさを表示エリアの中央部と同様になる
ようにし、表示エリア端部のタッチ検出感度の均一性を高めている。例えば、特許文献２
の図４及び段落００３４等に述べられている、タッチ検出感度の均一性を高めることは、
タッチ検出信号に対する補正演算なども削減することができ、タッチ位置の検出の精度を
高めることができる。
【００４９】
　しかし上記図３３に示すように、表示エリア７１の電極部を額縁部７２へ延設する構成
とした場合、領域９１２に示すように、額縁部７２における延長された電極部、特に送信
側電極Ｔｘ、と周辺回路８０との距離ｄ１が短くなる。そのため、当該電極部、特に送信
側電極Ｔｘ、と周辺回路８０とのカップリングによる容量負荷が生じ、それによる悪影響
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が生じる可能性がある。例えば周辺回路８０の動作、例えば電極の駆動など、への悪影響
の可能性がある。周辺回路８０以外にも何らかの電極線などがある場合はそれに対する悪
影響の可能性もある。
【００５０】
　上述のように、インセル型の静電容量式タッチセンサ付き液晶表示装置では、表示エリ
ア７１の端部７３でのタッチ検出の感度の劣化を防ぐためには、タッチセンサ機能を構成
する電極を表示エリア７１に対応するタッチ検出エリアの外の額縁部７２の中まで延設す
る構成とした方が望ましいが、それによる周辺回路８０との近接による悪影響が懸念され
る。そこで、表示エリア７１から額縁部７２への電極部、特に送信側電極Ｔｘなど、の延
設による周辺回路８０との近接による悪影響を避けると共に、表示エリア７１内の端部７
３を含めたタッチ検出感度を改善及び向上できる構成に対するニーズがある。
【００５１】
　第２の課題として、図３２の矢印９０２に示すように、額縁部７２のアレイ基板１０に
実装されている周辺回路８０から前面方向（Ｚ方向、上下方向）へ出る電磁波等のノイズ
による悪影響の可能性がある。
【００５２】
　図３３に示すように、上記第２の課題への解決手段としては、周辺回路８０の上側（Ｚ
方向）に何らかの電極部及び配線層を重ねて配置することで、前述の矢印９０２が示す周
辺回路８０からのノイズを遮蔽して低減する構成が挙げられる。例えば延設領域ａ１のよ
うに、アレイ基板１０の表示エリア７１の電極部（送信側電極Ｔｘ）を額縁部７２へ延設
し、周辺回路８０の上に重ねる構成である。しかしこれは前述のように額縁部７２におけ
る延長された電極部と周辺回路８０との距離ｄ１が短くなり、当該電極部と周辺回路８０
とのカップリングによる容量負荷が生じるという悪影響の可能性がある。また例えば延設
領域ａ２のように、ＣＦ基板２０の表示エリア７１の電極部である受信側電極Ｒｘを額縁
部７２へ延設し、周辺回路８０の上に重ねる構成である。また例えば、アレイ基板１０と
ＣＦ基板２０との上下導通部などで、額縁部７２をＸ－Ｙ方向で広く伸ばすことで、ノイ
ズ遮蔽効果を持たせる構成が考えられる。また例えば当該ノイズの遮蔽のための専用の層
（ノイズ遮蔽層）を額縁部７２に設ける構成などである。なお上記ノイズ遮蔽効果を持た
せるためには、インジウム錫酸化物（Indium Tin Oxide:ＩＴＯ）や金属などの配線で特
定のパターンを形成することが挙げられる。
【００５３】
　そこで、額縁部７２における電極部と周辺回路８０との相互の悪影響を避けつつ、周辺
回路８０からの前面方向へのノイズを遮蔽することができる構成に対するニーズもある。
【００５４】
　以上のように、静電容量式でインセル型の液晶タッチパネル（特に兼用型）に関して、
表示エリアから額縁部への電極部の延設による周辺回路との近接による悪影響を避けると
共に、表示エリアに対応するタッチ検出エリアの端部を含めたタッチ検出感度を改善又は
向上できる技術に対するニーズがある。その他の課題などについては発明の実施の形態に
おいて説明される。
【００５５】
　＜実施の形態１＞
　上記記載を踏まえ、図７等を用いて実施の形態１のインセル型の静電容量式液晶タッチ
パネルについて説明する。実施の形態１（図７）の構成では、前述の課題（図３２及び図
３３）に対して、アレイ基板１０の表示エリア７１の電極部（送信側電極Ｔｘ）、及び対
応するＣＦ基板２０の電極部（受信側電極Ｒｘ）、を額縁部７２へ延設しようとする際、
アレイ基板１０にある周辺回路８０から離れるようにＣＦ基板２０へ延設する構成である
。即ち、主にアレイ基板１０の表示エリア７１に配置される第１の電極５１（送信側電極
Ｔｘ１）と、ＣＦ基板２０の額縁部７２に延設される第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２
）とを、額縁部７２の上下導通部６１で接続する構成である。これにより点線Ａ１に示す
ように表示エリア７１に対応するタッチ検出エリアの端部７３のタッチ検出感度を改善又
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は向上し均一性を高める。それと共に、額縁部７２に延設された電極部（送信側電極Ｔｘ
２及び受信側電極Ｒｘ）により、点線Ａ２に示すように周辺回路８０からの前面方向への
ノイズを遮蔽する効果も得られる。
【００５６】
　本構成では、アレイ基板１０の内側（液晶層３０に近い側）の表示エリア７１に形成さ
れる第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）を額縁部７２へ少し延長し、その延長部分が額
縁部７２内の上下導通部６１を通じて、ＣＦ基板２０の内側（液晶層３０に近い側）の額
縁部７２内に形成（延設）される配線層である第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）へ接
続する構成である。第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）、第２の電極５２（送信側電極
Ｔｘ２）は、タッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ）の機能を有する。またＣＦ基板２０の外
側（前面）には、表示エリア７１から額縁部７２にわたって延設する形でタッチ検出電極
（受信側電極Ｒｘ）を第３の電極５３として有する。また本構成では、下側の第１の電極
５１（送信側電極Ｔｘ１）よりも上側の第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）の方が額縁
部７２においてより外（Ｘ－Ｙ方向）へ延設されている構成である。
【００５７】
　上記のようにアレイ基板１０の表示エリア７１の第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）
からの延長部をＣＦ基板２０の額縁部７２の第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）として
設ける構成により、点線Ａ２に示すように、額縁部７２に延設された電極部（特に第２の
電極５２（送信側電極Ｔｘ２））と周辺回路８０との上側（Ｚ方向）での距離ｄ２が大き
くなる（ｄ２＞ｄ１）。よって、第２の電極５２及び周辺回路８０とのカップリングによ
る容量負荷を低減することができる。従って、前述の周辺回路８０の動作への悪影響など
を避けることができる。そして、点線Ａ１に示すように、表示エリア７１の端部７３の付
近で、額縁部７２に延設された電極部である送信側電極Ｔｘ２及び受信側電極Ｒｘを持つ
構造により、タッチ検出感度を改善できる。なお本構成（図７）の場合、表示エリア７１
の端部７３付近で、タッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ）の有無による上下差があるが、実
際の液晶層３０の厚さは上下の基板であるアレイ基板１０及びＣＦ基板２０の厚さに比べ
て小さいので、タッチ検出感度の向上の効果がある。
【００５８】
　本構成では、点線Ａ２に示すように、アレイ基板１０の額縁部７２の周辺回路８０の上
側（Ｚ方向）での距離ｄ２離れてＣＦ基板２０に延設された電極部である送信側電極Ｔｘ
２及び受信側電極Ｒｘが重なるように配置される構成である。これにより、当該電極部（
特に送信側電極Ｔｘ２）によって、周辺回路８０から前面方向へのノイズを遮蔽できる効
果が得られる。
【００５９】
　［タッチセンサ付き液晶表示装置］
　図７を用いて、実施の形態１のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の主要部概
略構成について説明する。本タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１は、対向配置さ
れるアレイ基板１０とＣＦ基板２０とその間の液晶層３０とを有する構成である。液晶層
３０の駆動方式は限定されない。上下の基板であるアレイ基板１０及びＣＦ基板２０は、
額縁部７２の封止部６０により接続され、液晶層３０が封止される。アレイ基板１０は図
示しないがゲート線Ｇ、ソース線Ｓなどを含む。
【００６０】
　アレイ基板１０の内側（液晶層３０に近い側）で主に表示エリア７１に第１の電極５１
（送信側電極Ｔｘ１）がＩＴＯ等で形成される。ＣＦ基板２０の内側（液晶層３０に近い
側）で額縁部７２に第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）がＩＴＯ等で形成され、外側（
前面）で表示エリア７１及び額縁部７２にわたって第３の電極５３（受信側電極Ｒｘ）が
ＩＴＯ等で形成される。第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）は、タッチセンサ機能の第
１のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ１）の機能を有する。第２の電極５２（送信側電極
Ｔｘ２）は、タッチセンサ機能の第２のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ２）の機能を有
する。第３の電極５３（Ｒｘ）は、タッチセンサ機能のタッチ検出電極（受信側電極Ｒｘ
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）の機能を有する。上記送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２）と受
信側電極Ｒｘとの対でタッチ検出用の容量Ｃが構成される。
【００６１】
　図７では額縁部７２の最外部まで電極部である送信側電極Ｔｘ２及び受信側電極Ｒｘが
延設されているので、額縁部７２でのタッチ検出が可能となる。即ち表示エリア７１と額
縁部７２を含めてタッチ検出エリアとなる。
【００６２】
　アレイ基板１０の第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）の一端と、ＣＦ基板２０の第２
の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）の一端とが、額縁部７２の上下導通部６１により電気的
接続される。なお上下導通部６１は、封止部６０の一部として形成されてもよいし、独立
で形成されてもよい。送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２は電気的に接続されるので
、共通電圧Ｖcomの供給により共通電位となる。例えば封止機能を有する封止部６０と、
電気的接続機能を有する上下導通部６１とが併用される。
【００６３】
　アレイ基板１０の額縁部７２では、ゲート線Ｇに接続されるドライバ等の周辺回路８０
などが実装されている。なおここではアレイ基板１０の内部に周辺回路８０を図示してい
るが、前述のように実装詳細に応じて基板上に回路素子が形成されることになる。なおＣ
Ｆ基板２０の電極である送信側電極Ｔｘ２又は受信側電極Ｒｘに接続されるドライバ等は
、ＣＦ基板２０の額縁部７２で実装されてもよいし、配線や上下導通部などを介してアレ
イ基板１０の額縁部７２で実装されてもよい。特にアレイ基板１０に周辺回路８０として
まとめて実装するとよい。
【００６４】
　ＣＦ基板２０の額縁部７２に延設された電極部である送信側電極Ｔｘ２及び受信側電極
Ｒｘは、その配線パターンに応じて、その下側の周辺回路８０等からの前面方向へのノイ
ズを遮蔽する機能を兼ねる。例えば送信側電極Ｔｘ２の形状を第１の方向のストライプ、
受信側電極Ｒｘの形状を第２の方向のストライプとすることで、ノイズ遮蔽効果を有する
。
【００６５】
　図７に示す本タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の構成では、第３の電極５３
（受信側電極Ｒｘ）は、ＣＦ基板２０の外側（前面）に配設されている。これにより、受
信側電極Ｒｘと送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２）との距離を離
すことで、当該電極対により構成される容量Ｃの容量値が大きくなり過ぎないようにして
いる。なお第３の電極５３（受信側電極Ｒｘ）は、基本的には任意の位置（層）に配置す
ることができる。他のタッチセンサ付き液晶表示装置の構成では、第３の電極５３（受信
側電極Ｒｘ）をアレイ基板１０に配設してもよい。また他のタッチセンサ付き液晶表示装
置の構成では、第３の電極５３（受信側電極Ｒｘ）をＣＦ基板２０の内側（液晶層３０に
近い側）の面に配設してもよい。
【００６６】
　［変形例１Ａ］
　図２１は、実施の形態１の変形例１Ａを示す。本構成は、アレイ基板１０の第１の電極
５１（送信側電極Ｔｘ）を表示エリア７１内のみに配設し、ＣＦ基板２０の第２の電極５
２（送信側電極Ｔｘ２）を額縁部７２内のみに配設し、第１の電極５１及び第２の電極５
２である送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２の端部を接続する上下導通部６１ｂを斜
めに配置した構成である。上下導通部６１ｂは、前述のように額縁部７２の内部で縦（Ｚ
方向）に配置される形に限定されず、本構成の斜めの形状のように、上下の電極部である
送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２を接続できる形状であればよい。本構成でも、実
施の形態１と同様の効果が得られる。
【００６７】
　＜実施の形態２＞
　次に、図８を用いて、実施の形態２のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１につ
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いて説明する。実施の形態２では、実施の形態１でＣＦ基板２０の額縁部７２に延設され
た第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）を、矢印Ａ２１に示すように、更に表示エリア７
１の方向へも延設する構成である。即ち、アレイ基板１０の主に表示エリア７１に第１の
電極５１（送信側電極Ｔｘ１）を有し、ＣＦ基板２０の内側の面で表示エリア７１の一部
及び額縁部７２にわたって第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）を有し、ＣＦ基板２０の
外側の面で表示エリア７１及び額縁部７２にわたって第３の電極５３（受信側電極Ｒｘ）
を有し、送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２が額縁部７２の上下導通部６１で接続さ
れる構成である。これにより、矢印Ａ２２に示すように、表示エリア７１においてＺ方向
で送信側電極Ｔｘ２と送信側電極Ｔｘ１が並列になる構成である。換言すると、表示エリ
ア７１においてＺ方向で送信側電極Ｔｘ２と送信側電極Ｔｘ１が重畳する。送信側電極Ｔ
ｘ１及び送信側電極Ｔｘ２が矢印Ａ２２に示すように並列な構成になることで抵抗が下が
る。送信側電極Ｔｘ１と送信側電極Ｔｘ２の合成抵抗となるため、実質的に駆動電極とし
ての抵抗が下がる。
【００６８】
　［変形例２Ａ］
　図２２は、実施の形態２の変形例２Ａを示す。この構成では、額縁部７２に延設される
第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）と第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）とで、送信
側電極Ｔｘ１よりも送信側電極Ｔｘ２の方がＸ－Ｙ方向での延設の長さが短い。送信側電
極Ｔｘ２よりも送信側電極Ｔｘ１の方がより外まで配設されている。送信側電極Ｔｘ１と
周辺回路８０との距離はやや近くなるが、本構成でも実施の形態１及び実施の形態２に近
い効果が得られる。
【００６９】
　［変形例２Ｂ］
　図２３は、実施の形態２の変形例２Ｂを示す。この構成では、第１の電極５１（送信側
電極Ｔｘ１）と第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）とを接続する上下導通部６１ｃ（コ
ンタクト導電柱）が、額縁部７２内ではなく表示エリア７１内（端部７３）に形成されて
いる。そのため、第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）は、額縁部７２内だけでなく表示
エリア７１内にも少し延設されている。第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）は額縁部７
２内には延設されていない。本構成でも実施の形態１及び実施の形態２に近い効果が得ら
れる。
【００７０】
　＜実施の形態３＞
　次に、図９を用いて、実施の形態３のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１につ
いて説明する。実施の形態３は、液晶層３０の方式として縦電界モードを適用し、兼用型
の構成に限定した形態である。縦電界モードとは、上下の基板間で印加される縦方向の電
界ＶＥにより液晶層を駆動する方式のことである。なお液晶層３０内の上下矢印は縦電界
モードを示す。第１の電極５１、第２の電極５２は、兼用型であり、第１の電極５１は、
液晶表示機能における第１の共通電極部（ＣＯＭ１）としての機能と、タッチセンサ機能
における第１のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ１）としての機能とを兼用する。同様に
、第２の電極５２は、液晶表示機能における第２の共通電極部（ＣＯＭ２）としての機能
と、タッチセンサ機能における第２のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ２）としての機能
とを兼用する。送信側電極Ｔｘ２であり共通電極部ＣＯＭ２である第２の電極５２は、矢
印Ａ３１に示すように、表示エリア７１及び額縁部７２にわたって延設されている。タッ
チ駆動電極（特に送信側電極Ｔｘ２）とタッチ検出電極（受信側電極Ｒｘ）との対でタッ
チ検出用の容量Ｃが構成される。
【００７１】
　アレイ基板１０の内側の面に、主に表示エリア７１に、送信側電極Ｔｘ１であり第１の
共通電極部ＣＯＭ１である第１の電極５１が形成され、その上に絶縁層を介して画素電極
４３が形成されている。当該画素電極４３は縦電界ＶＥを発生させるための電極である。
ＣＦ基板２０の内側の面に、表示エリア７１及び額縁部７２に、送信側電極Ｔｘ２であり
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第２の共通電極部ＣＯＭ２である第２の電極５２が形成されている。対応してＣＦ基板２
０の外側の面に額縁部７２及び表示エリア７１にわたって第３の電極５３（受信側電極Ｒ
ｘ）が形成されている。送信側電極Ｔｘ１と送信側電極Ｔｘ２の間の位置（層）に画素電
極４３を有する。送信側電極Ｔｘ１は、前述の画素ごとの保持容量４５の端子を形成する
。また、送信側電極Ｔｘ１は、保持容量４５の端子を接続する保持容量線４６などを含む
。
【００７２】
　実施の形態３に対応する駆動方式として、時分割で各機能用の波形が印加される。即ち
第１の電極５１、第２の電極５２に対して、１水平期間における画素書込期間では、共通
電極部ＣＯＭ（第１の共通電極部ＣＯＭ１及び第２の共通電極部ＣＯＭ２）に対する共通
電圧Ｖcomが供給され、タッチ検出期間では、送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１及び送
信側電極Ｔｘ２に対するタッチ駆動信号である信号ｓ１が印加され、対応して第３の電極
５３（受信側電極Ｒｘ）からタッチ検出信号である信号ｓ２が出力（検出）される。
【００７３】
　実施の形態３でも、実施の形態１及び実施の形態２と同様の効果が得られる。
【００７４】
　＜実施の形態４＞
　次に、図１０を用いて、実施の形態４のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１に
ついて説明する。実施の形態４は、液晶層３０の方式として横電界モードを適用し、兼用
型の構成に限定した形態である。横電界モードとは、上下の一方の基板に沿って印加され
る横方向の電界ＨＥにより液晶層を駆動する方式のことである。また当該横方向の電界Ｈ
Ｅは、上側ないし下側の基板の面内方向の略平行方向に発生する。なお液晶層３０内の左
右矢印は横電界モードを示す。第１の電極５１、第２の電極５２は、兼用型であり、第１
の電極５１は、液晶表示機能における第１の共通電極ＣＯＭ１としての機能と、タッチセ
ンサ機能における第１のタッチ駆動電極（Ｔｘ１）としての機能とを兼用する。第２の電
極５２は、タッチセンサ機能における第２のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ２）として
の機能を有する。タッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２）とタッチ検
出電極（受信側電極Ｒｘ）との対でタッチ検出用の容量Ｃが構成される。
【００７５】
　実施の形態４に対応する駆動方式として、時分割で各機能用の波形が印加される。即ち
第１の電極５１に対して、画素書込期間では、第１の共通電極ＣＯＭ１に対する共通電圧
Ｖcomが供給され、タッチ検出期間では、送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１及び送信側
電極Ｔｘ２）に対するタッチ駆動信号である信号ｓ１が印加され、対応して第３の電極５
３（受信側電極Ｒｘ）からタッチ検出信号である信号ｓ２が出力（検出）される。
【００７６】
　なお横電界モードの場合、図１０の構成では、第１の電極５１の上側に画素電極４３が
あるが、第１の電極５１の下側に画素電極４３がある構成なども可能である。また横電界
モードの場合、第２の電極５２は、表示エリア７１内には配置されず、共通電極としては
使用しない。また前述の保持容量４５は持たない。
【００７７】
　実施の形態４でも、実施の形態１と同様の効果が得られる。
【００７８】
　＜実施の形態５＞
　次に、図１１及び図１２を用いて、実施の形態５のタッチセンサ付き液晶表示装置のパ
ネル部１について説明する。実施の形態５は、実施の形態１及び実施の形態３に基づくよ
り詳細な構成例を示す。液晶層３０は縦電界モード（例えば半透過ＥＣＢを適用）であり
、兼用型の構成である。
【００７９】
　［タッチセンサ付き液晶表示装置］
　図１１は、実施の形態５のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の主要部断面（
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Ｙ－Ｚ）構造を示す。アレイ基板１０は、ガラス基板１１上に、ゲート電極４１、ソース
電極４２、画素電極４３、ＴＦＴ４４、保持容量４５、共通電極（共通電極引き回し配線
）４７、絶縁層１２などを有する。また、ゲート電極４１はゲート線Ｇ、ソース電極４２
はソース線Ｓ、共通電極４７は共通電極引き回し配線を含んでいてもよい。また額縁部７
２のガラス基板１１上に周辺回路８０（例えばゲート選択回路）が実装されるエリアを有
する。送信側電極Ｔｘ１であり共通電極ＣＯＭ１である第１の電極５１は、共通電極引き
回し配線４７、保持容量４５の端子などを含む（言い換えればそれらと電気的接続される
）。
【００８０】
　ＣＦ基板２０は、ガラス基板２１上（液晶層３０側）に、カラーフィルタ２２、オーバ
ーコート２３、遮光膜２４、第２の電極５２などを有し、ガラス基板２１の外側（前面）
に第３の電極５３を有する。なお遮光膜２４は、ブラックマトリクス（Black Matrix：BM
）ともいう。カラーフィルタ２２は、例えば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色による
周期的配列のパターンである。１色ごとに１画素（サブ画素）とする。オーバーコート２
３はカラーフィルタ２２を被覆する。遮光膜２４は額縁部７２に形成される。
【００８１】
　図１１には、表示エリア７１の１画素分のみを示している。図１１に示す表示エリア７
１は、カラーフィルタ２２、画素電極４３等が形成されている領域として、その外の額縁
部７２と区分している。額縁部７２には、絶縁層１２上に上下導通部６１を有する。上下
導通部６１は、封止材中に分散された導通粒子６２を含んで成る。上下導通部６１、より
具体的には導通粒子６２、により、第１の電極５１の一端と第２の電極５２の一端とが接
続されている。上下導通部６１により液晶層３０が封止されている。上下導通部６１はア
レイ基板１０との間に絶縁層１２を介して周辺回路８０から離して設けられている。
【００８２】
　送信側電極Ｔｘ１であり共通電極ＣＯＭ１である第１の電極５１、送信側電極Ｔｘ２で
あり共通電極ＣＯＭ２である第２の電極５２、受信側電極Ｒｘである第３の電極５３は、
ＩＴＯ等の透明電極のパターンで構成される。例えば送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１
及び送信側電極Ｔｘ２）はＸ方向のストライプ、受信側電極ＲｘはＹ方向のストライプで
形成される。
【００８３】
　額縁部７２において、矢印Ａ５１に示す領域で、送信側電極Ｔｘ２であり共通電極ＣＯ
Ｍ２である第２の電極５２は、送信側電極Ｔｘ１であり共通電極ＣＯＭ１である第１の電
極５１よりも外（Ｘ－Ｙ方向）へ広く延設されており、周辺回路８０上に重なる部分を持
つ。これにより前述のように周辺回路８０のノイズの遮蔽効果を持つ。また、矢印Ａ５２
に示す領域で、送信側電極Ｔｘ２であり共通電極ＣＯＭ２である第２の電極５２は、受信
側電極Ｒｘである第３の電極５３及び上下導通部６１よりも外（Ｘ－Ｙ方向）へ広く延設
されている。
【００８４】
　［基板平面構成］
　図１２は、実施の形態５のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の各基板（アレ
イ基板１０及びＣＦ基板２０）の平面（Ｘ－Ｙ）構成例を示す。図１２には、ＣＦ基板２
０のＸ－Ｙ平面が示されるとともに、アレイ基板１０のＸ－Ｙ平面が示されている。図１
２に示すＣＦ基板２０のＸ－Ｙ平面のように、表示エリア７１には、カラーフィルタ２２
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のパターンが配列されている。額縁部７２で、上下導通部６１の範囲を示
しており、その範囲の中に導通粒子６２が分散して配置されている。送信側電極Ｔｘ２で
あり共通電極ＣＯＭ２である第２の電極５２は、Ｘ方向に並行するストライプ状のパター
ンがＩＴＯで形成されている。この送信側電極Ｔｘ２の１ラインは、例えば複数画素ライ
ンで１ブロックとすることができる。
【００８５】
　図１２に示すアレイ基板１０のＸ－Ｙ平面のように、アレイ基板１０には、Ｘ方向に並
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行するゲート線４１（ゲート線Ｇ）、Ｙ方向に並行するソース線４２（ソース線Ｓ）によ
る画素の配列を有する。各画素に保持容量４５を有し、Ｘ方向に並行する保持容量線４６
で接続され、共通電極（共通電極引き回し配線）４７に接続されている。保持容量４５の
端子、保持容量線４６、共通電極４７は前述の第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）の一
部を構成する。共通電極４７、第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）の隣には周辺回路８
０（例えばゲート選択回路）のエリアを有する。前述のように、周辺回路８０のエリア上
に、送信側電極Ｔｘ２であり共通電極ＣＯＭ２である第２の電極５２が重なる部分を有す
る。
【００８６】
　＜実施の形態６＞
　次に、図１３から図１６を用いて、実施の形態６のタッチセンサ付き液晶表示装置のパ
ネル部１について説明する。実施の形態６は、実施の形態５で説明した縦電界モード・兼
用型タッチセンサ付き液晶表示装置に基づき、更にタッチセンサ機能を構成する送信側電
極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘのパターン形状を工夫した構造である。実施の形態５等の構成
、あるいは従来の縦電界モードの構成をとることで、ゲート線Ｇ上に第２のタッチ駆動電
極（送信側電極Ｔｘ２）が重なることになるが、実装詳細によっては、アレイ基板１０の
ゲート線４１（ゲート線Ｇ）とＣＦ基板２０の第２のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ２
）との容量負荷の大きさが課題になる。そこで実施の形態６では、更に下記のように送信
側電極Ｔｘパターン、及び対応する受信側電極Ｒｘパターン、の形状を工夫した構成によ
り、アレイ基板１０のゲート線４１（ゲート線Ｇ）とＣＦ基板２０の第２のタッチ駆動電
極（送信側電極Ｔｘ２）との容量負荷を低減し、液晶配向性および表示品質を高める。
【００８７】
　従来の縦電界モードの構成では、ＣＦ基板にあるタッチ駆動電極はＩＴＯのベタ層であ
り、アレイ基板のゲート電極の上に重なる位置にタッチ駆動電極である対向ＩＴＯ層が存
在する。そのため、アレイ基板のゲート電極とＣＦ基板のタッチ駆動電極である対向ＩＴ
Ｏ層との容量負荷が増える。すなわち、アレイ基板のゲート電極とＣＦ基板のタッチ駆動
電極である対向ＩＴＯ層との容量負荷が大きい。そこで実施の形態６の構成は、容量負荷
の増大を避けるため送信側電極Ｔｘパターン形状を工夫した構成であり、またこのパター
ン形状により液晶配向の乱れが表示上に現れないようにした構成である。
【００８８】
　実施の形態６では、図１３のような表示エリア７１の画素構成の上に、図１４のような
第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）のパターンが重なる。ゲート線Ｇの位置に送信側電
極Ｔｘ２パターンのスリットであるスリットＳＬＡが重なる構造である。これによりゲー
ト線Ｇと第２のタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ２）との容量負荷を低減すると共に、液
晶配向性および表示品質を高める。
【００８９】
　［画素構成］
　図１３は、画素構成を示す。Ｘ方向に並行するゲート線４１（ゲート線Ｇ）とＹ方向に
並行するソース線４２（ソース線Ｓ）との交差による画素を有する。各画素に、ＴＦＴ４
４、画素電極４３、保持容量４５、反射アルミ板４９などを有する。なお本実施の形態に
おいて、ＴＦＴ４４は、アモルファスＴＦＴであるが、多結晶ＴＦＴあるいは単結晶ＴＦ
Ｔを用いてもよい。保持容量４５は保持容量線４６で送信側電極Ｔｘ１に接続される。反
射アルミ板４９は、縦電界モードの特に半透過ＥＣＢに対応して適用すると効果的な電極
部であるが、省略してもよい。領域７０１には、送信側電極Ｔｘ２のブロック分割（図１
４及び図１５）に対応した２画素ライン分のみを示しており、Ｘ方向はＲ、Ｇ、Ｂの３画
素分のみ示している。
【００９０】
　［送信側電極Ｔｘ２パターン］
　図１４及び図１５は、第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）のパターン形状を示す図で
ある。図１４は、送信側電極Ｔｘ２の一部である１ブロック分を示す図である。図１４で
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は、例として、１ブロック分の送信側電極Ｔｘ２及び２画素ラインの占める領域を示して
いる。図１５は、送信側電極Ｔｘ２の一部である３ブロック分を示す図である。図１３の
領域７０１の上に対向する位置に、図１４の送信側電極Ｔｘ２ブロックが重なる。Ｘ方向
のゲート線Ｇの上に重なるように、送信側電極Ｔｘ２のＸ方向のスリットＳＬＡを設ける
。本実施の形態では、スリットＳＬＡを第１種のスリット、又はブロック分割スリットと
もいう。これにより表示エリア７１において、Ｘ方向に並行する複数の送信側電極Ｔｘ２
のブロック（ライン）が構成される。本構成例では、１つの送信側電極Ｔｘ２ブロックを
２画素ラインで構成した場合を示す。即ち複数のゲート線Ｇにおける１本おきでスリット
ＳＬＡが設けられる。これに限らず、必要なタッチ検出の解像度などに応じて、所定の複
数の画素ラインごとに送信側電極Ｔｘ２ブロックを構成してもよい。なお、所定の複数の
画素ラインごとに送信側電極Ｔｘ２ブロックを構成することは、所定の複数の画素ライン
ごとにスリットＳＬＡを構成することに相当する。
【００９１】
　また前述のように送信側電極Ｔｘ２が表示エリア７１から額縁部７２にわたって延設さ
れる形態に応じて、上記送信側電極Ｔｘ２ブロックは額縁部７２にも同様に続く形状とな
る。上記送信側電極Ｔｘ２ブロックの構成により、表示エリア７１でのゲート線Ｇと送信
側電極Ｔｘ２との容量を減らすと共に、額縁部７２で周辺回路８０上に重なるように延設
される。
【００９２】
　また更に、各送信側電極Ｔｘ２ブロック内には、図１４及び図１５に示すようにスリッ
トＳＬＢが設けられる。本実施の形態では、スリットＳＬＢを第２種のスリット、画素分
割スリットともいう。スリットＳＬＢは、スリットＳＬＡと同様に基本的にはゲート線Ｇ
上に重なる位置に設けられるが、図１３の画素構成に対応して、Ｘ方向で画素位置ごとに
開口部となる。即ちＹ方向のソース線Ｓが重なる位置では非開口部となる。スリットＳＬ
Ｂを設ける構成により、更にゲート線Ｇとの容量を減らすと共に、液晶配向性を高め、表
示上の均一性を高める。
【００９３】
　またスリットＳＬＢは、上記形状に限らず、例えばゲート線Ｇとソース線Ｓが重なる箇
所で開口部になり、ゲート線Ｇ上の他の箇所で非開口部になってもよい。第２の電極５２
（送信側電極Ｔｘ２）による１ブロックは、Ｙ方向で複数の画素ラインがスリットＳＬＢ
により隔てられるが、非開口部では接続され、電気的に共通電位となる。Ｙ方向で接続す
る箇所である非開口部がどこかにあればよい。他の構成例としては、表示エリア７１では
接続されず（開口部）、額縁部７２では接続される構造にしてもよい。もしくは、上記ス
リットで分離された複数の各ブロックを共通電位にする場合、複数の各ブロックに対して
同じ信号（電圧）を印加する構成とすればよい。
【００９４】
　［スリットＳＬＢ］
　図１６は、上記送信側電極Ｔｘ２パターン（ブロック）においてスリットＳＬＢの有無
による効果について示す図である。図１６に示す領域ＳＬＮでは、上記スリットＳＬＢを
設けない送信側電極Ｔｘ２パターン（ブロック）の形状とした場合（比較構成例）におけ
る液晶配向のイメージを示す。楕円は配向する液晶分子のイメージである。送信側電極Ｔ
ｘ２ブロックにおいて、スリットＳＬＡが設けられる領域ｓａでは、アレイ基板１０の画
素電極４３とＣＦ基板２０の送信側電極Ｔｘ２ブロックである対向ＩＴＯ層とにおける電
界により、液晶配向が他の部分（スリットＳＬＡが無い箇所）とは異なる状態になる。こ
れによりスリットＳＬＡが設けられる領域ｓａごとに表示上のスジとして現われる可能性
がある。
【００９５】
　そこで図１４のようにスリットＳＬＡが設けられない領域ｓｂにスリットＳＬＢを設け
る構成により、スリットＳＬＢが設けられる領域の液晶配向状態をスリットＳＬＡの領域
ｓａの液晶配向状態に近付ける。これにより、スリットＳＬＡの領域ｓａで表示上のスジ
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が現われたとしても、表示エリア７１では、Ｘ方向のゲート線Ｇのライン群に対応して、
規則的にスジが現れる形になるので、表示上の均一性が実現される。
【００９６】
　実施の形態６のタッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１に対応した駆動方式では、
タッチ検出期間に、アレイ基板１０の送信側電極Ｔｘ１（保持容量線４６）とそれに接続
されるＣＦ基板２０の送信側電極Ｔｘ２のパターン（各ブロック）に対して、タッチ駆動
信号である信号ｓ１が印加される。信号ｓ１は、例えばブロックに順次印加される。これ
に対応して、受信側電極Ｒｘパターンからタッチ検出信号である信号ｓ２が検出される。
なお、受信側電極Ｒｘパターンは、例えばＸ方向の送信側電極Ｔｘパターンと対応したＹ
方向に並行するブロックである。
【００９７】
　ＣＦ基板２０の第３の電極５３（受信側電極Ｒｘ）の構成は、上記第２の電極５２（送
信側電極Ｔｘ２）のパターンと対応した形状とするとよい。即ち、受信側電極Ｒｘパター
ンは、Ｘ方向に並行する送信側電極Ｔｘパターン（ブロック）と交差（特に直交）するよ
うに、Ｙ方向に並行するブロックの形状とする。受信側電極Ｒｘのブロックも送信側電極
Ｔｘ２のブロックと同様に複数画素ラインで１ブロックとする。
【００９８】
　また、実施の形態６では、上記送信側電極Ｔｘ２パターン構成、すなわち、画素ライン
ごとにスリットＳＬＡまたはＳＬＢが存在する構成、に対応して、液晶表示装置の駆動方
式すなわち画素書き込み方式、としては、カラム反転駆動方式またはフレーム反転駆動方
式を適用すると好適である。即ち、当該駆動方式により、各スリット箇所での液晶配向性
の乱れを低減・防止できるため、表示品質が向上できる。
【００９９】
　＜実施の形態７＞
　次に図１７乃至図２０等を用いて、実施の形態７として、タッチセンサ付き液晶表示装
置のパネル部１とそのドライバＩＣ等とを含んで成る液晶タッチパネルモジュール１００
、及び、液晶タッチパネルモジュール１００を含む電子機器５００の構成例を示す。特に
実施の形態５等に対応したタッチセンサ機能の電極（送信側電極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘ
に関する駆動方式についても示す。
【０１００】
　［液晶タッチパネルモジュール、電子機器］
　図１７は、実施の形態７の液晶タッチパネルモジュール（インセル型の静電容量式タッ
チセンサ付き液晶表示装置）１００を含む電子機器５００の機能ブロック構成の一例を示
す。電子機器５００は、液晶表示機能及びタッチセンサ機能を要する各種の装置、例えば
モバイル端末、ＴＶ装置、デジタルカメラなどが可能である。電子機器５００は、液晶タ
ッチパネルモジュール１００とそれを接続する制御部５０１とを備える。
【０１０１】
　液晶タッチパネルモジュール１００は、タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１と
、それに接続されるタッチセンサドライバ１０１、及び液晶表示ドライバ１０２とを備え
る。タッチセンサドライバ１０１及び液晶表示ドライバ１０２は、それぞれ、第１のコン
トローラ及び第２のコントローラと称することがある。液晶タッチパネルモジュール１０
０と制御部５０１とがタッチセンサドライバ１０１のインタフェース５０２（Ｉ／Ｆとも
いう）で接続される。インタフェース５０２には、電源のインタフェースやタッチセンサ
のインタフェースが含まれる。タッチセンサドライバ１０１と液晶表示ドライバ１０２で
同期をとる構成である。なお本構成例では第１のコントローラであるタッチセンサドライ
バ１０１を液晶タッチパネルモジュール１００（タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル
部１）の主要な制御部としている。すなわちタッチセンサドライバ１０１は液晶表示ドラ
イバ１０２よりも上位としているが、逆にしてもよいし、１つに統合してもよい。各ドラ
イバ、つまりタッチセンサドライバ１０１及び液晶表示（ＬＣＤ）ドライバ１０２のそれ
ぞれは、例えばパネル部１に接続されるＦＰＣ基板のＩＣ等で実装される。当該ドライバ
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は、例えば、ＣＯＦ（Chip On Film）等の方式で実装されればよい。
【０１０２】
　タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１は、例えば図１１で説明したように構成さ
れ、画素及びタッチ検出単位Ｕが構成された表示エリア７１と、その外側にある額縁部７
２と、表示エリア７１の各電極又は配線である、ゲート線Ｇ、ソース線Ｓ、送信側電極Ｔ
ｘ、受信側電極Ｒｘ等に接続される各ドライバとを有する。各ドライバとして、ゲートド
ライバ３０１と、ソースドライバ３０２と、タッチ駆動ドライバであるＴｘドライバ２０
１と、タッチ検出ドライバであるＲｘドライバ２０２とを有する。これらの各ドライバは
、例えば、表示エリア７１の外側の額縁部７２や上下のガラス基板であるアレイ基板１０
及びＣＦ基板２０などにおいてＣＯＧ、ＬＴＰＳ等の方式で実装される。
【０１０３】
　各ドライバは適宜分離又は統合した構成としてもよい。例えばゲートドライバ３０１と
Ｔｘドライバ２０１を１つに統合した構成や、ソースドライバ３０２とＲｘドライバ２０
２を１つに統合した構成としてもよい。またＴｘドライバ２０１やＲｘドライバ２０２を
タッチセンサドライバ１０１に統合した構成や、ゲートドライバ３０１やソースドライバ
３０２を液晶表示（ＬＣＤ）ドライバ１０２に統合した構成としてもよい。
【０１０４】
　タッチセンサドライバ１０１は、電子機器５００の制御部５０１から映像信号などを受
け取り、液晶表示ドライバ１０２に対するタイミング制御、及びタッチセンサ付き液晶表
示装置のパネル部１に対するタッチ検出制御などを行う。例えば、タッチセンサドライバ
１０１は、映像信号（画像情報）及びタイミング信号などの制御信号を液晶表示ドライバ
１０２へ与える。また例えば、タッチセンサドライバ１０１は、タッチ検出制御のための
制御信号をＴｘドライバ２０１及びＲｘドライバ２０２へ与える。またタッチセンサドラ
イバ１０１から制御部５０１へ各機能の制御結果の情報（例えばタッチ有無やタッチ位置
などの情報）を応答する。
【０１０５】
　液晶表示ドライバ１０２では、タッチセンサドライバ１０１からの制御信号に基づき、
ゲートドライバ３０１及びソースドライバ３０２に対して、タッチセンサ付き液晶表示装
置のパネル部１の表示エリア７１での表示制御のための信号を与える。なお制御部５０１
から液晶表示ドライバ１０２へ接続して映像信号などを与える形としてもよい。ゲートド
ライバ３０１は、ゲート線４１（ゲート線Ｇ）群に対してゲート信号（走査パルス）を順
次印加する。それと同期で、ソースドライバ３０２は、ソース線４２（ソース線Ｓ）群に
対してソース信号（画像信号）を印加する。これによりＴＦＴ４４を介して各画素電極４
３に画像信号が印加される。各画素電極４３に画像信号が印加されると同時に、保持容量
４５が充電される。これにより液晶層３０の画素ごとの状態が制御（変調）される。
【０１０６】
　タッチ駆動ドライバであるＴｘドライバ２０１は、タッチセンサドライバ１０１からの
制御信号に従い、第１の電極５１及び第２の電極５２に対して、共通電極ＣＯＭ用には共
通電圧Ｖcomを供給し、送信側電極Ｔｘ用にはタッチ駆動信号である信号ｓ１を順次印加
する。なお、第１の電極５１は送信側電極Ｔｘ１であり共通電極ＣＯＭ１である。第２の
電極５２は、送信側電極Ｔｘ２であり共通電極ＣＯＭ２である。
【０１０７】
　タッチ検出ドライバであるＲｘドライバ２０２は、タッチセンサドライバ１０１からの
制御信号に基づき、タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の第３の電極５３（受信
側電極Ｒｘ）に対して、タッチ検出信号である信号ｓ２を検出する。Ｒｘドライバ２０２
で検出されたタッチ検出信号である信号ｓ２による検出結果の信号をタッチセンサドライ
バ１０１へ出力する。Ｒｘドライバ２０２では、受信側電極Ｒｘ（第３の電極５３）から
のタッチ検出信号である信号ｓ２を入力・積分し、デジタル信号に変換する。当該デジタ
ル信号に基づき、Ｒｘドライバ２０２は、表示エリア７１に対応するタッチ検出エリア内
のタッチ有無状態の判定、及びタッチ位置座標の計算などを行い、その結果を示す信号を
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出力する。Ｒｘドライバ２０２に備えられたタッチ検出回路は、例えば、増幅器、フィル
タ、ＡＤ変換器、整流平滑回路、比較器などで構成される。受信側電極Ｒｘからの信号ｓ
２による入力レベル信号は、前述（図１～３）のように比較器で閾値電圧Ｖthと比較され
、その結果、タッチ有無の信号が出力される。
【０１０８】
　［駆動波形］
　図１８に、本タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１に対する駆動方式として、駆
動波形のタイミング図を示す。なお図１７のドライバ構成と対応しており、各ドライバか
ら駆動波形を生成する。本駆動方式では、１水平期間（１Ｈ）が画素書込期間ＰＷとタッ
チ検出期間ＴＳとに分けられ、液晶表示機能とタッチセンサ機能とで時分割で駆動する。
兼用の電極部である第１の電極５１及び第２の電極５２に対して、時分割で各機能対応の
信号（電圧）が印加される。液晶表示駆動方式としては例えばカラム反転駆動方式やフレ
ーム反転駆動方式を使用する。
【０１０９】
　各期間、つまり画素書込期間ＰＷとタッチ検出期間ＴＳのそれぞれの駆動周波数は適宜
設計可能である。例えば、画素書込期間ＰＷを６０Ｈｚとし、それに対しタッチ検出期間
ＴＳを２倍の１２０Ｈｚとする。即ちこの場合、１回の画像（画素）表示に対して２回の
割合でタッチ検出が行われる。なお１Ｈにおける画素書込期間ＰＷとタッチ検出期間ＴＳ
の順は逆にしてもよい。
【０１１０】
　図１８（ａ）のＨＳＹＮＣ信号は、１Ｈ（水平期間）を規定する信号である。図１８（
ｂ）のＧ信号は、ゲートドライバ３０１からゲート線４１（ゲート線Ｇ）へ印加される信
号である。図１８（ｃ）のＳ信号（画像信号）は、ソースドライバ３０２からソース線４
２（ソース線Ｓ）へ印加される信号である。図１８（ｄ）のＴｘ（ＣＯＭ）は、Ｔｘドラ
イバ２０１から第１の電極５１（送信側電極Ｔｘ１）及び第２の電極５２（送信側電極Ｔ
ｘ２）に対して印加される信号を示す。図１８（ｅ）のＲｘは、Ｒｘドライバ２０２から
第３の電極５３（受信側電極Ｒｘ）に対して印加される信号を示す。
【０１１１】
　画素書込期間ＰＷでは、Ｔｘドライバ２０１から送信側電極Ｔｘ１であり共通電極ＣＯ
Ｍ１である第１の電極５１、及び、送信側電極Ｔｘ２である共通電極ＣＯＭ２である第２
の電極５２に対する共通電圧Ｖcom（共通駆動信号）の供給、及び、Ｒｘドライバ２０２
から受信側電極Ｒｘである第３の電極５３に対する共通電圧Ｖcom（共通駆動信号）の供
給がされる。これにより、送信側電極Ｔｘ１であり共通電極ＣＯＭ１である第１の電極５
１、送信側電極Ｔｘ２であり共通電極ＣＯＭ２である第２の電極５２、受信側電極Ｒｘの
全体が共通電位Ｖcomとなるように制御される。
【０１１２】
　タッチ検出期間ＴＳには、Ｔｘドライバ２０１から送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１
及び送信側電極Ｔｘ２）に対するタッチ駆動信号である信号ｓ１の順次印加により、第１
の電極５１及び第２の電極５２はタッチ駆動電極（送信側電極Ｔｘ）として機能し、第３
の電極５３がタッチ検出電極（受信側電極Ｒｘ）として機能する。そしてＲｘドライバ２
０２で受信側電極Ｒｘである第３の電極５３からのタッチ検出信号である信号ｓ２が検出
される。
【０１１３】
　なお共通駆動信号（共通電圧Ｖcom）は、液晶表示機能としては、画素電極４３に印加
される画素電圧と共に各画素の表示電圧を定めるが、タッチセンサ機能としては、送信側
電極Ｔｘに対するタッチ駆動信号である信号ｓ１を定める。なお本図１８ではタッチ検出
期間ＴＳの駆動波形として単一パルスしか示していないが、交流矩形波による駆動とする
ことができる。
【０１１４】
　［ドライバ構成例］
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　図１９は、実施の形態７におけるドライバや各電極（送信側電極Ｔｘや受信側電極Ｒｘ
）パターンなどの構成例を示す。各ドライバは図１７のものと同様である。なお図１９で
は、額縁部７２の外に各ドライバを図示しているが、これらは実際には額縁部７２に実装
可能である。タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の表示エリア７１に、前述の各
電極や配線であるゲート線Ｇ、ソース線Ｓ、送信側電極Ｔｘ、受信側電極Ｒｘを有する。
特に１２０１のように、Ｘ方向に並行するストライプ状のＴｘ２パターン（Ｔｘ２ブロッ
ク）と、１２０２のように、Ｙ方向に並行するストライプ状のＲｘパターン（Ｒｘブロッ
ク）とを有する。これらは前述（図４）のＥ１ブロックやＥ２ブロックに対応する。また
１つのＴｘ２ブロック、Ｒｘブロックは、例えば前述（実施の形態６、図１４）同様に２
画素ラインで１ブロックの場合である。
【０１１５】
　特に表示エリア７１内にゲート線Ｇ、ソース線Ｓが配設されている。そして表示エリア
７１から額縁部７２にわたり送信側電極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘが延設されている。Ｔｘ
ドライバ２０１から送信側電極Ｔｘ（送信側電極Ｔｘ１及び送信側電極Ｔｘ２）に対して
前述のＰＷ期間に共通電圧Ｖcomが供給され、タッチ検出期間ＴＳにＴｘ信号であるタッ
チ駆動信号である信号ｓ１が印加される。Ｒｘドライバ２０２から受信側電極Ｒｘに対し
て前述の画素書込期間ＰＷに共通電圧Ｖcomが供給され、タッチ検出期間ＴＳにＲｘ信号
であるタッチ検出信号である信号ｓ２が検出される。
【０１１６】
　［額縁部構成例］
　更に図２０には、実施の形態７における額縁部７２付近における各電極部の延設や重な
りに関する詳細構成例を示している。タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１の表示
エリア７１の端部７３及び額縁部７２の右上部を示す。なお表示エリア７１は、有効表示
領域である。表示エリア７１のゲート線Ｇ間には、タッチ駆動信号である信号ｓ１が印加
される第２の電極５２（送信側電極Ｔｘ２）のライン（ないしブロック）を有し、ソース
線Ｓ間には、タッチ検出信号である信号ｓ２が検出される第３の電極５３（受信側電極Ｒ
ｘ）のライン（ないしブロック）を有する。なお図２０では、送信側電極Ｔｘ２パターン
、受信側電極Ｒｘパターン（ブロック）として１画素ラインで１ブロックの場合で示す。
額縁部７２では、１３０１のように、前述の周辺回路８０や上下導通部６１が配置される
エリアを有する。そして、表示エリア７１から額縁部７２にわたって、Ｘ－Ｙ方向で送信
側電極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘが延設されており、エリア１３０１上に重なっている。例
えばＸ方向に伸びる送信側電極Ｔｘ２のラインは額縁部７２の端まで延設されている。な
お図２０ではわかりやすいように額縁部７２の端に少し隙間を設けて図示している。
【０１１７】
　また更に本構成例では、各送信側電極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘのラインの延設の方向だ
けでなく、その直交の方向においても、各ラインを繰り返し配置することで、額縁部７２
（エリア１３０１）上に重なるようにしている。例えば送信側電極Ｔｘ２のライン１３０
２は、表示エリア７１内の画素が構成される箇所だけでなく、額縁部７２のＹ方向に延在
している部分にもエリア１３０１に重なるように繰り返し配置されている。受信側電極Ｒ
ｘのライン１３０３も同様である。なおライン１３０２及びライン１３０３は、独立（フ
ロート）の配置に限らず、１ライン（ブロック）の幅が大きい場合は表示エリア７１の端
部７３と額縁部７２にわたり連続する配置としてもよい。本構成例により、表示エリア７
１の端部７３のタッチ検出の感度及び均一性を高め、額縁部７２に設けられる周辺回路８
０を遮蔽する。
【０１１８】
　＜効果等＞
　以上説明したように、各実施の形態によれば、インセル型の静電容量式タッチセンサ付
き液晶表示装置のパネル部１（特に兼用型）に関して、表示エリア７１から額縁部７２へ
延接される電極部である送信側電極Ｔｘ及び受信側電極Ｒｘの延設による周辺回路８０と
の近接による悪影響を避けると共に、表示エリア７１に対応するタッチ検出エリアの端部
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７３を含めたタッチ検出感度を改善又は向上できる。
【０１１９】
　以上、本発明者によってなされた発明の態様を実施の形態に基づき具体的に説明したが
、本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変更可能であることは言うまでもない。
【０１２０】
　例えば、本タッチセンサ付き液晶表示装置のパネル部１は、液晶表示装置に限らず、他
の表示装置一般に適用可能である。例えばＥＰＤ（ElectroPhoretic Display：電気泳動
ディスプレイ）等の他の方式にも適用可能である。例えば本タッチセンサ付き表示装置を
ＥＰＤに適用した場合は、図７等に示す液晶層３０に代えて、マイクロカプセル層などの
表示機能層を用いればよい。本実施の形態は、モバイル機器などの各種の電子機器に利用
可能である。
【０１２１】
＜２．適用例＞
　次に、図２４乃至図３７を参照して、本実施形態で説明したタッチセンサ液晶表示装置
のパネル部１の適用例について説明する。図２４乃至図３７は、本実施形態に係る液晶表
示装置を適用する電子機器の一例を示す図である。本実施形態に係るタッチセンサ液晶表
示装置のパネル部１は、携帯電話、スマートフォン等の携帯端末装置、テレビジョン装置
、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、或いは、車両に設
けられるメータ類などのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。言い換え
ると、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１は、外部から入力された
映像信号或いは内部で生成した映像信号を、画像或いは映像として表示するあらゆる分野
の電子機器に適用することが可能である。電子機器は、タッチセンサ液晶表示装置のパネ
ル部１に映像信号を供給し、タッチセンサ液晶表示装置のパネル部１の動作を制御する制
御装置を備える。本実施の形態は、車載機器などの各種の電子機器にも利用可能である。
例えば、タッチセンサ液晶表示装置のパネル部１は、車載の外装パネルに取り付けられ、
例えば、燃料計、水温計、スピードメータ、タコメータ等を表示させるメータユニットの
一部であってもよい。
【０１２２】
（適用例１）
　図２４に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１が
適用されるテレビジョン装置である。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル
５１１及びフィルターガラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像
表示画面部５１０は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１である。
【０１２３】
（適用例２）
　図２５及び図２６に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパ
ネル部１が適用されるデジタルカメラである。このデジタルカメラは、例えば、フラッシ
ュ用の発光部５２１、表示部５２２、メニュースイッチ５２３及びシャッターボタン５２
４を有しており、その表示部５２２は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパ
ネル部１である。図２５に示すように、このデジタルカメラは、レンズカバー５２５を有
しており、レンズカバー５２５をスライドさせることで撮影レンズが現れる。デジタルカ
メラは、その撮影レンズから入射する光を撮像することで、デジタル写真を撮影すること
ができる。
【０１２４】
（適用例３）
　図２７に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１が
適用されるビデオカメラの外観を表すものである。このビデオカメラは、例えば、本体部
５３１、この本体部５３１の前方側面に設けられた被写体撮影用のレンズ５３２、撮影時
のスタート／ストップスイッチ５３３及び表示部５３４を有している。そして、表示部５
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３４は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１である。
【０１２５】
（適用例４）
　図２８に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１が
適用されるノート型パーソナルコンピュータである。このノート型パーソナルコンピュー
タは、例えば、本体５４１、文字等の入力操作のためのキーボード５４２及び画像を表示
する表示部５４３を有しており、表示部５４３は、本実施形態に係るタッチセンサ液晶表
示装置のパネル部１により構成されている。
【０１２６】
（適用例５）
　図２９及び図３０に示す電子機器は、タッチセンサ液晶表示装置のパネル部１が適用さ
れる携帯電話機である。図２９は携帯電話機を開いた状態での正面図である。図３０は、
携帯電話機を折りたたんだ状態での正面図である。当該携帯電話機は、例えば、上側筐体
５５１と下側筐体５５２とを連結部（ヒンジ部）５５３で連結したものであり、ディスプ
レイ５５４、サブディスプレイ５５５、ピクチャーライト５５６及びカメラ５５７を有し
ている。当該ディスプレイ５５４は、タッチセンサ液晶表示装置のパネル部１が取り付け
られている。このため、当該携帯電話機のディスプレイ５５４は、画像を表示する機能の
他に、タッチ動作を検出する機能を有していてもよい。
【０１２７】
（適用例６）
　図３１に示す電子機器は、携帯型コンピュータ、多機能な携帯電話、音声通話可能な携
帯コンピュータ又は通信可能な携帯コンピュータとして動作し、いわゆるスマートフォン
、タブレット端末と呼ばれることもある、情報携帯端末である。この情報携帯端末は、例
えば筐体５６１の表面に表示部５６２を有している。この表示部５６２は、本実施形態に
係るタッチセンサ液晶表示装置のパネル部１である。
【符号の説明】
【０１２８】
１　　パネル部
１０　　アレイ基板
１１　　ガラス基板
１２　　絶縁層
２０　　ＣＦ基板
２１　　ガラス基板
２２　　カラーフィルタ
２３　　オーバーコート
２４　　黒膜
３０　　液晶層
４１　　ゲート線
４２　　ソース線
４３　　画素電極
４４　　ＴＦＴ
４５　　保持容量
４６　　保持容量線
５１　　第１の電極
５２　　第２の電極
５３　　第３の電極
６０　　封止部
６１　　上下導通部
６２　　導通粒子
７１　　表示エリア
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７２　　額縁部
７３　　端部
８０　　周辺回路
１００　　液晶タッチパネルモジュール
１０１　　タッチセンサドライバ
１０２　　液晶表示ドライバ
２０１　　Ｔｘドライバ
２０２　　Ｒｘドライバ
３０１　　ゲートドライバ
３０２　　ソースドライバ
５００　　電子機器
５０１　　制御部
５０２　　インタフェース
１２０１　　Ｔｘ２ブロック
１２０２　　Ｒｘブロック
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